
●功績をたたえて
●世界に羽ばたけ！足高生

あしょろ広報 2016
NO.76311



23

功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
、
町
の
発
展
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
功
労
賞
、
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど

の
表
彰
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
功
労國見　　將さ

 ん

南３－２・72歳

　

昭
和
48
年
４
月
28
日
に
、
足
寄

町
消
防
団
第
１
分
団
の
団
員
と
な

っ
て
以
来
、
班
長
、
部
長
、
副
分

団
長
、
分
団
長
、
本
団
の
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
は
足
寄
消
防
団
団
長
に
就

任
す
る
な
ど
、
平
成
28
年
３
月
31

日
に
退
団
さ
れ
る
ま
で
の
43
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
消
防
・
防
災
活

動
に
精
励
し
、
地
域
住
民
の
尊
い

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
15
年
８

月
の
台
風
10
号
に
よ
り
市
街
地
が

浸
水
し
危
険
な
状
況
に
な
っ
た
際
、

本
団
分
団
長
と
し
て
団
員
を
率
い

地
域
を
警
戒
巡
視
し
、
安
全
に
住

善

行

賞

団 

体

オ
フ
ィ
ス
・
ゲ
ン
キ
株
式
会
社

　

台
風
７
号
等
に
よ
る
災
害
に
対

す
る
見
舞
金
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
、
足
寄
町
の
地
域
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

賞

個 

人

須
藤　

真
実
さ
ん

（
旭
町
１
）

　

第
44
回
全
書
芸
展
展
覧
会
委
員

の
部
小
野
田
通
平
賞

石
川　

建
祐
さ
ん

（
西
町
２
）

　

第
45
回
全
国
支
部
将
棋
対
抗
戦
・

団
体
戦
北
海
道
予
選
大
会
支
部
団

体
戦
優
勝

文

化

奨

励

賞

個 

人

森
岡　

美
智
子
さ
ん

（
栄
町
２
）

　

第
41
回
全
道
民
謡
民
舞
大
会
北

海
道
民
謡
（
５
段
～
８
段
）
の
部

優
勝ジ

ュ
ニ
ア
文
化
賞

団 

体

足
寄
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

　

昭
和
61
年
の
発
足
以
来
30
年
間

に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
行

事
へ
の
参
加
協
力
や
老
人
ホ
ー
ム

や
病
院
で
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て

地
域
の
発
展
に
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
体
験
学
習
活
動
事
業
に
お
い
て

は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
努
め
る

田
中　

愛
子
さ
ん

（
芽
登
小
２
年
）

　

第
58
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

団 

体

足
寄
中
学
校
２
年
Ａ
組

　

第
14
回
全
道
中
学
校
か
べ
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
２
年
生
の
部
特
別
賞

足
寄
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
61
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
中
学
校
Ｃ
編

成
の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

第
61
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
小
学
生
の
部

金
賞ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

金
澤　

姫
香
さ
ん
（
北
海
道
科
学
大
２
年
）

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競

技
北
海
道
予
選
会
兼
平
成
28
年
度

北
海
道
体
育
大
会
弓
道
競
技
の
部

成
年
女
子
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

原　
　

茉
畝
さ
ん
（
山
梨
学
院
大
２
年
）

　

第
71
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
５
０

０
ｍ
第
６
位

な
ど
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
も
大
い
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
そ
の
長
年
に
わ
た
る
活
動

は
町
民
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で

あ
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

伊
藤　

萌
さ
ん

（
芽
登
小
５
年
）

　

第
58
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

木
村　

那
々
美
さ
ん

（
螺
湾
小
４
年
）

　

平
成
27
年
度
北
海
道
歯
・
口
の

健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
大
会
低
学
年

の
部
佳
作

豊
島　

虹
季
さ
ん

（
足
寄
小
４
年
）

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
６
帯
広
地
区
大
会
ソ
ロ

部
門
小
学
生
高
学
年
金
賞

向
井　

友
渚
さ
ん

（
足
寄
小
４
年
）

　

第
25
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
地
区
大
会
小

学
校
３
・
４
年
Ａ
コ
ー
ス
優
秀
賞

　

第
８
回
全
国
大
会
小
学
校
３
・

４
年
コ
ー
ス
優
秀
賞

木
村　

光
さ
ん

（
螺
湾
小
２
年
）

　

平
成
28
年
度
む
し
歯
予
防
デ
ー

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
北

海
道
十
勝
総
合
振
興
局
長
賞

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

個 

人

岡
田　
　

翔
さ
ん

（
帯
広
工
業
高
卒
）

　

第
68
回
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ

ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
選
手
権
大
会
男
子
５
０
０
０
ｍ

第
１
位

畠
山　

智
哉
さ
ん
（
中
札
内
高
等
養
護
学
校
３
年
）

　

第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
卓
球
少
年
男
子
知
的
障
害
の

部
ブ
ロ
ッ
ク
Ｎ
ｏ
．
３
０
９
第
１

位
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

平
栗　

弥
々
さ
ん

（
江
陵
高
２
年
）

　

第
11
回
北
海
道
高
等
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
準
優
勝

　

第
68
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
大
会
北
海
道
代

表
決
定
戦
第
３
位

本
多　

祥
人
さ
ん

（
足
寄
高
１
年
）

　

平
成
28
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
男

子
個
人
優
勝

村
上　

武
弥
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
34
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
11
～
12
歳
男
子
50
ｍ
自
由
形
・

11
～
12
歳
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位

　

第
22
回
北
海
道
ス
プ
リ
ン
ト
水

泳
競
技
大
会
11
～
12
歳
男
子
１
０

０
ｍ
自
由
形
第
２
位

石
田　

青
汰
さ
ん

（
足
寄
小
６
年
）

　

第
34
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
11
～
12
歳
男
子
１
０
０
ｍ
平

泳
ぎ
第
１
位

岩
間　

勇
太
さ
ん

（
足
寄
小
５
年
）

　

第
25
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ス
プ
リ
ン

ト
水
泳
競
技
大
会
９
～
10
歳
男
子

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
１
位

団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
男
子

　

平
成
28
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
男

子
団
体
優
勝

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

男
子

　

第
35
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
・
第
37
回
北
海
道
中
学
校
水
泳

大
会
十
勝
地
区
予
選
男
子
４
０
０

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
お
よ
び
男
子

４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
優
勝

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

女
子

　

第
35
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
・
第
37
回
北
海
道
中
学
校
水
泳

大
会
十
勝
地
区
予
選
女
子
４
０
０

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
お
よ
び
女
子

４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
優
勝

　

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
37
回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
女
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ

レ
ー
第
３
位

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
34
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
９
・
10
歳
男
子
２
０
０
ｍ
メ

ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

　

第
20
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
９
・
10
歳
男
子
２
０
０
ｍ
フ

リ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

民
を
避
難
さ
せ
、
ま
た
、
団
員
の

安
全
を
考
慮
し
た
行
動
の
徹
底
を

図
る
な
ど
、
そ
の
卓
越
し
た
指
揮

能
力
は
内
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
安
全
、
安
心
の
町
づ

く
り
に
寄
与
し
た
功
績
は
誠
に
顕

著
で
あ
り
ま
す
。
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世界に羽ばたけ！足高生
― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―

　

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
が
９

月
20
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
、

姉
妹
都
市
先
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ

ィ
ン
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
49
人
と
引
率
・
随
行
６
人
の
55
人

か
ら
な
る
訪
問
団
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
・
足
寄
友
好
協
会
の
心
温
か
い
歓
迎
を

受
け
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
を
通

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
異
文

化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
、

未
来
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た

よ
う
で
す
。

主なスケジュール
９／20㈫　足寄町→成田空港→バンフへ

　　21㈬　バンフ→カナディアンロッキーな

どの大自然を見学

　　22㈭　バンフ→ウェタスキウィン

　　　　　歓迎夕食会、ホームステイ先へ

　　23㈮　小・中学校訪問

　　24㈯　ホストファミリーとのフリータイ

ム

　　25㈰　ウェタスキウィン市内視察、返礼

夕食会

　　26㈪　ウェタスキウィン→カルガリー→

成田空港

　　27㈫　成田泊

　　28㈬　成田空港→足寄町

１
Ａ　

斉
藤　

颯
さ

ん

　

初
日
に
、
成
田
空
港
か
ら
カ
ナ
ダ
の
カ
ル

ガ
リ
ー
ま
で
10
時
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
機

内
は
食
事
や
映
画
な
ど
が
充
実
し
て
い
て
、

そ
ん
な
に
長
い
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
バ
ン
フ
国
立
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
バ
ン
フ
は
と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、

観
光
客
が
た
く
さ
ん
い
る
町
で
し
た
。
小
さ

い
町
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
地
下
に
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
バ
ン
フ

の
周
辺
も
観
光
し
に
行
き
、
高
い
山
や
き
れ

い
な
湖
も
あ
り
神
秘
的
で
し
た
。

　

ウ
ェ
ス
タ
キ
ウ
ィ
ン
に
行
く
道
の
途
中
に

あ
る
ド
ラ
ム
ヘ
ラ
ー
の
化
石
博
物
館
に
行
き

ま
し
た
。
化
石
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
印
象

に
あ
り
ま
す
が
、
長
さ
が
フ
ィ
ー
ト
や
ヤ
ー

ド
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
説
明
が
全
て

英
語
な
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
の
体

調
に
気
を
遣
っ

て
く
れ
、
カ
ナ

ダ
の
文
化
な
ど

を
教
え
て
も
ら

い
、
と
て
も
親

切
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は

も
っ
と
英
語
が

で
き
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。

１
Ａ　

石
川　

和
さ

ん

　

私
は
、
足
寄
高
校
に
入
学
し
て
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
カ
ナ
ダ
研
修
で

し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
本
場
の
英
語
に
囲
ま
れ

て
、
未
知
な
る
世
界
へ
冒
険
に
来
た
よ
う
な

感
覚
が
し
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
タ

ス
キ
ウ
ィ
ン
市

で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
す
。
私

は
英
語
が
苦
手

で
全
然
上
手
く

話
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
と
て
も
や
さ

し
く
、
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
は
、
教
会
や
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
試
合
な
ど
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
教
会
で
は
、
た

く
さ
ん
の
人
と
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
今
、
世
界
史
の
授
業
で
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
終
え
て
、
あ
ま
り
好
き
で
な

か
っ
た
英
語
を
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
も
っ

と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

１
Ｂ　

有
田　

和
音
さ

ん

　

私
た
ち
１
年
生
は
９
月
20
日
か
ら
約
１
週

間
、
日
本
と
離
れ
た
カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
ま
し

た
。
自
分
自
身
も
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の

で
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
が
、
不
安
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
に
着
い
て
ま
ず
最
初
に
思
っ
た
こ

と
は
、
と
に
か
く
大
き
く
て
広
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ホ
テ
ル
で
の
１
日
目
の
夜
、
外

が
気
に
な
り
窓
か
ら
の
ぞ
い
て
み
る
と
す
ぐ

そ
こ
に
鹿
が
２
頭
お
り
、
日
本
と
は
違
う
自

然
を
感
じ
ま
し
た
。
２
日
目
の
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
ロ
ッ
キ
ー
で
の
観
光
は
、
氷
河
の
上
に
の

る
な
ど
、
日
本
で
は
味
わ
え
な
い
大
自
然
を

堪
能
し
ま
し
た
。
３
日
目
の
夕
食
会
の
時
に
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
対
面
を
し
ま
し
た
。

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
か

不
安
で
し
た
が
、
や
さ
し
い
人
た
ち
で
、
と

て
も
よ
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
か
ら

帰
っ
て
き
て
感

じ
た
こ
と
は
、

下
手
な
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
身
振

り
で
も
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ

ば
、
会
話
が
で

き
る
と
感
じ
ま

し
た
。

１
Ｂ　

近
藤　

弥
友
さ

ん

　

私
た
ち
足
寄
高
校
１
年
生
は
、
９
月
20
日

か
ら
28
日
ま
で
カ
ナ
ダ
研
修
と
い
う
素
晴
ら

し
い
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
観

光
地
巡
り
や
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
事

を
堪
能
し
ま
し
た
が
、
最
も
印
象
に
残
っ
た

の
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
と

て
も
明
る
く
や

さ
し
い
人
た
ち

で
し
た
。
し
か

し
、
困
っ
た
点

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
会
話
で

す
。
言
葉
が
通

じ
な
い
の
で
、

伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
私
の
片
言
の
英
語
で
も
理
解
し
よ

う
と
一
生
懸
命
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
心
遣
い
が
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
不
自
由

な
く
英
語
で
会
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
努
力
を
し
て
、
い
つ
か
ま

た
外
国
へ
行
け
る
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、
ア

プ
リ
な
ど
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
言
葉
で
会
話

を
し
、
そ
の
地
域
の
人
た
ち
と
仲
を
深
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。



まちかどまちかどまちかど

67

写真をご希望の方は広報広聴担当まで写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

7

　町交通安全・防犯町民大会（町交通安全協

会、町防犯協会主催）があしょろ銀河ホール

21で開催されました。犯罪と事故のない明る

い郷土づくりを目的に開催され、各協会や学

校の代表者が交通安全や防犯に向けた決意表

明をし、大会終了後には参加者旗波、人波行

動の街頭啓発も行われました。

10.５ 事故や犯罪のない町へ

10.５ たくさん獲れたよ

　足寄消防団（奥泉圀博団長）の本団女性団

員が町認定こども園どんぐりの年長クラスを

対象に防火ＰＲを行いました。これは幼少期

のうちから防火意識を持ってもらおうと行わ

れたもので、子どもたちはあこがれの消防車

に乗ったり、ミニ防火衣を着用して放水を体

験したりしました。

９.29 足高存続に向けて

９.29 防火意識をもって

　足寄高校生等の宿泊施設とした多目的交流

施設のオープニングセレモニーが行われまし

た。旧帯広開発建設部足寄道路建設事業所を

再整備したもので、安久津勝彦町長は「町か

ら高校をなくすわけにはいかない。町外から

の受け入れ体制も整い、今後も高校存続のた

めに支援をしていきたい」と述べました。

　螺湾小学校（小林善仁校長、児童13人）で、

校舎前に作られた田んぼで稲刈りを行いまし

た。児童らは２人一組で80ｃｍほどにも育っ

た黄金色の稲穂を手鎌で丁寧に刈り取りまし

た。野崎泉さ
ん（６年生）は「今年は台風が多

くて心配したけれど、刈れてうれしかった」

と笑顔で話してくれました。

　阿寒国立公園内にある湖オンネトーを舞台

に「２０１６オンネトー物語」（あしょろ観

光協会他主催）がオンネトー国設野営場で開

催され町内外から約１，５００人が訪れまし

た。参加者は雌阿寒岳登山や森林浴、オンネ

トーコンサートを楽しみ、無料で振る舞われ

る足寄産の農産物に舌鼓を打ちました。

９.25 大自然を楽しむ

９.24 防火作品展

９.22 力の入った取組

　足寄町防火管理者連絡協議会（会長大澤富

男）主催による防火作品展が町民センターロ

ビーで開催されました。町内児童（３年生か

ら６年生）を対象に書道と標語の防火作品を

募集し２４５点の作品の応募があり、書道の

部22点、標語の部16点が入選され、来場者へ

防火を呼び掛けました。

９.28 親子で楽しむ
　「親子あそびうたコンサート」があしょろ

子どもセンターで行われ、２８７人が来場し

ました。仙台市を拠点に活動する二人組「あ

きらちゃん＆コロッケくん」が、オリジナル

曲「秘伝ラーメンたいそう」などを演奏。参

加者もステージに上がり一緒に踊るなど、会

場は一体となって盛り上がりました。

　第10回足寄子供相撲大会（実行委員会主催）

が足寄神社境内常設土俵で開催されました。

競技は幼児の花相撲、小中学生のトーナメン

ト戦と３人抜き戦が行われ町内外から約１０

０人が参加しました。子どもたちの力の入っ

た取組に会場からはたくさんの声援が飛んで

いました。
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特別徴収の流れ

ふるさとへの思いを寄せて
第37回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会

個
人
住
民
税
（
町
民
税
・
道
民
税
）
の
「
特
別
徴

収
義
務
者
」
の
指
定
を
実
施
し
ま
す

平
成
28
年
度
足
寄
中
学
校
文
化
祭
（
10
月
２
日
）

　

10
月
29
日
、
東
京
と
足
寄
を
結

ぶ
・
ふ
る
さ
と
会
（
東
京
あ
し
ょ

ろ
会
、
町
主
催
）
が
東
京
都
新
宿

区
で
開
か
れ
、
本
町
出
身
者
や
ゆ

か
り
の
あ
る
方
々
な
ど
62
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
森
正
司
会
長
が
「
足

寄
町
は
台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
会

と
町
で
協
力
し
乗
り
越
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い

で
安
久
津
勝
彦
町
長
が
、
今
夏
の

台
風
に
よ
る
被
害
の
状
況
や
町
の

近
況
を
報
告
し
、
吉
田
敏
男
町
議

会
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
に
入

り
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
多
忙
の
中
駆
け
付
け

た
鈴
木
宗
男
新
党
大
地
代
表
が
「
団

塊
世
代
の
方
の
参
加
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
期
に
一
度

里
帰
り
を
し
て
、
足
寄
町
に
も
目

を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

参
加
者
は
懐
か
し
い
旧
友
や
先

輩
、
後
輩
と
ふ
る
さ
と
の
思
い
出

話
や
近
況
を
報
告
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽
せ

ん
会
が
行
わ
れ
、
宴
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

特
別
徴
収
義
務
者
指
定
を
実
施
し
ま
す

　

道
内
各
市
町
村
と
北
海
道
で
は
、
給
与
所

得
者
の
利
便
性
の
向
上
を
推
進
し
、
地
方
税

法
に
基
づ
く
適
切
な
課
税
と
徴
収
を
行
う
た

め
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
未
実
施
の
事

業
主
の
方
に
共
同
し
て
「
特
別
徴
収
義
務
者
」

指
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

足
寄
町
に
お
い
て
も
、
特
別
徴
収
の
要
件

に
該
当
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

平
成
29
年
度
か
ら
順
次
、
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
義
務
者
指
定
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

※
給
与
所
得
者
の
個
人
の
市
町
村
税
・
道
民

税
（
住
民
税
）
は
、
原
則
給
与
か
ら
住
民

税
額
を
差
し
引
い
て
市
町
村
に
納
入
す
る

「
特
別
徴
収
」
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
市
町
村
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
「
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
」
に
よ

り
毎
月
の
給
与
支
払
い
を
す
る
際
に
従
業
員

の
個
人
住
民
税
を
引
き
去
り
し
て
、
翌
月
10

日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

個
人
住
民
税
は
あ
ら
か
じ
め
毎
月
の
納
入

額
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
所
得
税
の
よ
う

に
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
税
額
を
計
算
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
従
業
員
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
１
回
あ
た
り
の
納
税
額
が

少
な
く
な
る
た
め
、
自
分
で
金
融
機
関
に
足

を
運
ぶ
手
間
が
な
く
な
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
税
務
室
課
税
担
当
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文化祭テーマ「華～足中に華麗な舞台を作り上げよう」

安久津勝彦町長

五十嵐邦男顧問

森　正司会長

鈴木宗男新党大地代表
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人と人が支え合う形になっています

　

里
見
が
丘
か
ら
東
を
望
む
と
、
雌
阿
寒
岳

（
標
高
１
４
９
９
ｍ
）
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

裾
野
を
広
げ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
随
筆

家
お
よ
び
登
山
家
で
あ
る
深
田
久
弥
の
日
本

百
名
山
の
１
座
に
も
数
え
ら
れ
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
林
か
ら
ハ
イ
マ
ツ
群
落
を
通
り
荒
涼
と

し
た
火
山
荒
原
を
巡
る
登
山
コ
ー
ス
は
景
色

が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
健
脚
の
方
な
ら
オ
ン

に
起
き
た
噴
火
に
伴
う
火
砕
物
の
流
下
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
森
が
破
壊
さ
れ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
も
森
も
時
間

と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
も
の
な

の
で
す
ね
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
中
村
琢
磨
・
智
和
正
明
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

ネ
ト
ー
に
降
り
る
の
も
面
白

い
で
し
ょ
う
。

　

北
海
道
は
本
州
よ
り
も
緯

度
が
高
く
寒
冷
な
た
め
、
本

州
で
は
高
い
山
に
し
か
見
ら

れ
な
い
植
生
が
比
較
的
標
高

の
低
い
と
こ
ろ
で
手
軽
に
観

察
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
に
類
似
し

た
針
葉
樹
林
は
信
州
で
は
標

高
２
０
０
０
ｍ
程
度
ま
で
登

ら
な
い
と
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
過
去
の
火
山
噴
火

も
森
林
の
組
成
や
配
置
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

雌
阿
寒
岳
西
麓
で
は
ハ
イ
マ

ツ
群
落
の
下
限
が
標
高
約
１

０
０
０
ｍ
と
低
く
、
そ
の
下

方
に
発
達
し
た
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
４
０
０
年
ほ
ど
前

演習林から眺めた雌阿寒岳

雌阿寒岳

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

6
Vol.

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11

月
上
旬
を
め
ど
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控
除
証

明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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帯
広
年
金
事
務
所
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役
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今
回
は
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る

「
介
護
マ
ー
ク
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
ニ
ン
�

介
護
マ
ー
ク
と
は
？

　

介
護
マ
ー
ク
と
は
、
介
護
を
す
る
方
が
周

囲
に
介
護
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
静
岡
県
で
考
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
各
自

治
体
を
通
じ
て
介
護
マ
ー
ク
の
普
及
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
認
知
症
の
方
の
介
護
は
他
人
か
ら

見
る
と
分
か
り
に
く
い
た
め
、
偏
見
や
誤
解

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

介
護
者
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
介
護
マ
ー
ク
の
普
及
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
使
お
う
！

《
外
出
先
の
介
護
で
困
っ
た
と
き
》

・
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
駅
な
ど
の
ト
イ
レ
で

介
護
者
が
付
き
添
う
際
、
周
囲
か
ら
冷
や

や
か
な
目
で
見
ら
れ
る
。

・
男
性
介
護
者
が
店
頭
で
女
性
用
の
下
着
を

購
入
す
る
と
き
、
周
囲
が
気
に
な
る
。

・
認
知
症
高
齢
者
を
病
院
に
連
れ
て
い
っ
た

際
、
二
人
で
診
察
室
に
入
っ
て
い
く
と
〝
見

た
目
は
健
康
そ
う
な
の
に
、
な
ぜ
二
人
で

診
察
室
に
入
る
の
か
〟
と
呼
び
止
め
ら
れ

　

る
。

・
駅
で
切
符
を
買
う
と
き
や
ス
ー
パ
ー
で
買

っ
た
も
の
を
袋
詰
め
し
て
い
る
と
き
な
ど
、

認
知
症
高
齢
者
は
目
を
離
し
た
わ
ず
か
の

間
に
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

　

る
。

・
通
り
掛
か
り
の
人
に
、
少
し
の
間
見
守
っ

て
ほ
し
い
と
頼
む
の
が
大
変
。�

な
ど

　

介
護
マ
ー
ク
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

ど
こ
で
交
付
し
て
い
る
の
？

　

町
内
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
役

場
福
祉
課
の
窓
口
に
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

首
か
ら
下
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
無
料

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
切
な
介
護
者
へ
の
支
援

　

認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
根
気
が
い
る
た

め
非
常
に
負
担
の
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
介
護
者
は
一
人
で
抱
え
ず
専
門

職
等
周
囲
に
支
援
を
求
め
て
、
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
介
護
を
目
指
さ
な
い
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
地
域
の
多

く
の
人
た
ち
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
介
護
者
に
対
し
て
温
か
い
目
を
向
け

る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
介
護
マ
ー
ク
も
、
そ
の

ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
介
護
を
し
て
い
な
い
人
を
含

め
た
全
て
の
人
が
介
護
マ
ー
ク
の
存
在
を
知

り
、
介
護
マ
ー
ク
を
見
掛
け
た
ら
、
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
応
援
者
に

な
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
認

知
症
の
方
や
家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
こ

と
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　

友
人
同
士
や
団
体
な
ど
を
対
象
に
出
張
講

座
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０



線（－）が増

えるほど作用

は弱くなりま

す。

数字は家庭

洗濯での洗

濯温度の上

限です。
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　生涯学習活動によるまちづくりを推進するた

め、日ごろ活動を展開している各種団体・サー

クルが集い、取り組みの成果を発信します。秋

野菜やキレイマメなどの特産品販売、無料包丁

研ぎ、飲食コーナーなど多彩な催しで皆さんの

お越しをお待ちしています。

日　時　11月20日㈰
　　　　午前９時30分－午後２時

場　所　本別町中央公民館

内　容

　健康づくりコーナー（血管年齢測定など）、

消費生活コーナー、絵本読み聞かせ、農産物・

加工品販売、フリーマーケット　　　　　など

詳　細

� 本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

� ☎２２－８１２１

いきいきほんべつふれあい祭り 平成28年度　道民芸術祭
第46回　十勝管内郷土芸術祭展示部門

　十勝管内から出品された写真、書道、文芸、

絵画、工芸品の展示が行われます。十勝東北部

３町の皆さんからの作品が展示の中心となりま

すので、ぜひご鑑賞ください。

日　時　11月19日㈯－23日㈬

　　　　・19日　午後１時－６時

　　　　・20日－22日　午前９時－午後６時

　　　　・23日　午前９時－正午

場　所　陸別町タウンホール（役場庁舎２階）

詳　細� 陸別町教育委員会社会教育担当

� ☎２７－２１２３

お知らせ
介護休業給付金の支給率が 
引き上げられました

11月は児童虐待防止
推進月間です

北海道最低賃金

自賠責保険・共済に
加入していますか？

アイヌの方々のための電話相談
を受け付けています

　平成28年８月１日以降に開始す

る介護休暇から、給付率が67パー

セントに引き上げられます（従来

は40パーセント）。

　介護休業給付金の支給を受ける

には一定の要件があります。詳し

くはお近くのハローワークまでお

問い合わせください。

詳　細� 北海道労働局職業安定部 

� 雇用保険第一係

� ☎０１１－７０９－２３１１

　児童虐待に関する相談件数は依

然として増加しており、特に子ど

もの生命が奪われるなど重大な事

件も後を絶ちません。

　そのため、児童虐待問題は社会

全体で解決すべき重要な課題とな

っています。

　こうした状況を踏まえ平成16年

度から、児童虐待の防止等に関す

る法律が施行された11月を「児童

虐待防止推進月間」と位置付け、

児童虐待問題に対する社会的関心

の喚起を図るため、児童虐待防止

の広報・啓発などの取り組みを全

国的に実施しています。

　周囲で、児童虐待かもと思った

ことがあった場合は、すぐにご連

絡ください。

児童相談所全国共通ダイヤル

１８９（いちはやく） 

詳　細� 十勝総合振興局

� 帯広児童相談所

� ☎０１５５－２２－５１００

最低賃金額　時間額７８６円

効力発生日　平成28年10月１日

　交通事故は車社会の負の部分で

あり、被害者にとっても加害者に

とっても悲惨な結果をもたらすも

のです。自賠責保険・共済は、万

一に自動車事故の際の基本的な対

人賠償を目的としています。自動

車損害賠償保障法に基づき、原動

機付き自転車を含むすべての自動

車に加入が義務付けられており、

自賠責保障・共済なしで運行する

ことは法令違反です。

詳　細� 北海道運輸局

� 帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８６

　（公財）人権教育啓発推進セン

ターでは、アイヌの方々の悩みを

受け付けるフリーダイヤルを開設

しています。気軽にご相談くださ

い。

相談専用フリーダイヤル

　　０１２０－７７１－２０８

詳　細

（公財）人権教育啓発推進センター

� ,０３－５７７７－１８０２

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
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役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
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衣
類
の
「
取
扱
表
示
」
が
変
わ
り
ま
す
！ 

～
新
し
い
洗
濯
表
示
に
つ
い
て
～

　

皆
さ
ん
は
洗
濯
や
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
す
る

と
き
『
洗
濯
絵
表
示
』
を
確
認
し
て
い
ま
す

か
。

　

衣
類
の
内
側
に
あ
る
『
洗
濯
絵
表
示
』
に

は
、
洗
濯
な
ど
で
失
敗
し
な
い
た
め
の
大
切

な
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
12

月
か
ら
、
こ
の
洗
濯
絵
表
示
が
国
際
規
格
と

同
じ
表
示
記
号
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
全

面
的
に
新
し
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
か
？

衣
類
の
生
産
や
流
通
は
、
海
外
と
の

取
り
引
き
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
洗
濯
機
や
洗
剤
の
多
様
化
に
よ
る

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

洗
濯
絵
表
示
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
す
か
？

国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
生
産
さ

れ
た
衣
類
す
べ
て
が
国
際
規
格
の
記

号
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
記
号
の
種
類
も
22
種

類
か
ら
41
種
類
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
記

号
内
に
日
本
語
の
表
記
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
新
し
い
表
示
の
ポ
イ
ン
ト
→
基
本
は
５
つ
】

　

基
本
記
号
と
付
加
記
号
、
数
字
に
よ
っ
て

表
示
さ
れ
ま
す
。

【
変
更
ポ
イ
ン
ト
】

１
．
ウ
ェ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
の
追
加
→

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
の
参
考
に
も
な
る
表

示
で
す
。

（
ウ
ェ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
は
本
来
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
べ
き
衣
類
を
水
を
使
っ

て
洗
浄
す
る
こ
と
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処
理
の
強
弱
な
ど
を
識
別

す
る
た
め
、
洗
濯
タ
グ
は
切
り
取
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
上
限
情
報
記
号
の
追
加
→
上
限
以
上
の

強
さ
で
操
作
す
る
と
損
傷
す
る
場
合
あ
り

３
．
漂
白
記
号
の
追
加
→
塩
素
系
か
酸
素
系

か
ど
ち
ら
の
漂
白
剤
を
使
用
で
き
る
か
と
い

う
可
否

　

ま
た
、
記
号
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
情

報
は
、
簡
単
な
言
葉
で
記
号
の
近
く
に
記
載

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〈
強
さ
〉　

基
本
記
号
の
下
に
付
加

〈
温
度
〉　

基
本
記
号
の
中
に
付
加

〈
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

旧
表
示
と
の
一
番
の
違
い
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
推
奨
表
示
」
か
ら
「
取
扱
い
方
の
上
限
」

を
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
表
示
で
示

さ
れ
た
取
扱
方
法
を
守
ら
な
い
と
衣
類
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
新
し
い
洗
濯
記
号
を
理
解
し
て
、
衣
類

の
購
入
に
も
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
相
談
所
で
は
、
通
年
で
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
人
に
聞
け
な

い
洗
濯
の
基
本
を
分
か
り
や
す
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

お
さ
ら
い
し
ま
せ
ん
か
。
出
前
講
座
の
お
申

込
み
は
消
費
生
活
相
談
所
ま
で
。

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
48
回

Q

Q

A

A

弱い

非常に弱い

〈 廃 止 例 〉

〈 新 表 示 〉

訂正とおわび
　くらしのカレンダー11月号

に一部誤りがありましたので

訂正しておわびします。

（誤）第36回足寄町女性のつどい

（正）第37回足寄町女性のつどい

家庭洗濯

漂　白

乾　燥

アイロン

クリーニング
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特設人権相談所を
開設します

くらしのよろず無料相談会

高齢者保健福祉サービス
モニターが力になります

交通規制のお知らせ

地域交流カフェに
来てみませんか

土地や建物の登記はお済みですか

市街地の雪捨て場について

被災者された方の自動車取得税が減免されます

平成29年度町認定こども園どんぐり新入園児募集

平成29年度成人式参加者および成人祝賀会実行委員募集

自衛官候補生（男子）採用試験

　釧路地方法務局帯広支局および

帯広人権擁護委員協議会では、特

設人権相談所を開設します。

　人権に関する悩みごとや困りご

とがありましたら、気軽にご相談

ください。なお、相談は無料で秘

密は守られます。

日　時　12月６日㈫
 　　　　午後１時－３時

場　所　町民センター

詳　細　帯広人権擁護委員協議会

� ☎０１５５－２４－５８５３

　「遺産相続でもめて困っている」

「就業規則の作成について相談し

たい」「賃貸住宅の退去時の修繕

費等負担のアドバイスがほしい」

など、生活にまつわる疑問や悩み

について、弁護士や税理士などの

専門家による無料相談会を開催し

ます。

　相談は無料で受けられる他、個

人情報・秘密は守られます。

日　時　11月23日㈬
 　　　　午前10時－午後３時

※受け付けは午後３時までです。

場　所　とかちプラザ

詳　細� くらしのよろず相談会

� 実行委員会

� ☎０１５５－２５－７１２１

　足寄町高齢者保健福祉サービス

モニターでは、町内の高齢者宅や

施設を訪問する他、必要な際には

高齢者と役場をつなげる役割もし

ています。定期的な見守り活動や、

他者との交流が少ない方の話し相

手になるなど高齢者の生活を支援

していますので、訪問希望の方は

気軽にご相談ください。

　また、サービスモニターには守

秘義務があるため、訪問先での個

人情報は守られます。

詳　細� 役場福祉課

� 総合支援相談室

� ☎２５－９２００

　下水道管渠新設工事のため、次

の通り通行止めを行います。なお、

通行禁止区域であっても区域内居

住者のために必要と認められる交

通は確保します。

工事箇所　西町８丁目

工事期間　平成29年１月30日㈪

　むすびれっじでは、ゆっくりお

茶を飲みながら介護や福祉などに

ついて語り合う交流の場「結（む

すび）カフェ」をオープンします。

介護中の方や介護を受けている方、

介護経験者、これからの介護に心

配のある方などどなたでも気軽に

利用できます。

開催日　11月18日㈮
　　　　平成29年１月20日㈮
　　　　　　　　３月17日㈮
時　間　午前10時－正午

場　所　むすびれっじ

料　金　１００円

詳　細� 役場福祉課 

� 地域包括支援センター

� ☎２５－９２００

詳　細� 建設課上下水道室

� ☎２５－２１４１内線３５７

　法務局で取り扱っている「不動産登記」は、大切な財産である土地や

建物の状態（所在・面積など）、所有者や債権者の住所・氏名などを一

般に公開することにより取り引きの安全を図ることを目的としています。

しかし、土地や建物の所有者が死亡したときや建物を増築したときなど

には、登記を申請しなければ登記登録の内容は変更されません。

　登記手続きは自分で行うこともできますが、所有者などから依頼を受

け登記の申請を代理して行う専門家「司法書士」「土地家屋調査士」が

います。

　司法書士は所有者の移転や抵当権抹消などに関する登記の代理申請を、

土地家屋調査士は建物の新築や土地の分筆などに関する登記の代理申請

を行います。

　登記手続きについて分からないことがあるときは、法務局または司法

書士・土地家屋調査士へ気軽にお問い合わせください。

釧路司法書士会ホームページ　http://kusiro-s.jpn.org/
釧路土地家屋調査士会ホームページ　http://www.kushiro-chosashi.jp/
詳　　細� 釧路地方法務局総務課　☎０１５４－３１－５０１０

　降雪による市街地の雪は、平成29年３月31日までの間、大型車は共栄

町、一般車両は北３条２丁目の雪捨て場に捨ててください。また、車道

への雪捨ては除雪や車の走行に支障をきたし、道路法（第43条）違反に

なるので絶対にやめましょう。

　平成28年８月16日から９月９日にかけての台風、大雨により被災した

自動車を処分し代替自動車を取得した方は、申請により自動車取得税が

免除されます。

減免の条件

・被災自動車の所有者であること

・被災自動車を解体し、永久抹消登録または自動車検査証返納届の手続

きをしていること

・被災した日から６カ月以内に、被災した自動車に代わるものとして代

替自動車を取得していること

必要書類　減免申請書、被災事実を証明できる書類、抹消登録等を行っ

たことが確認できる書類、解体したことが確認できる書類� など

そ の 他　減免申請を希望される方は十勝総合振興局または道税事務所

にお問い合わせの上、減免申請を行ってください。

詳　　細� 十勝総合振興局納税課　☎０１５５－２７－８５３４

詳　　細� 役場建設課車両室　☎２５－５４２０

　平成29年度から町認定こども園どんぐりに入園を希望されるお子さん

を募集します。

募集定員　おおむね１６５人

募集内容

①０歳児－２歳児

※生後６カ月から、共働きや出産、病気などの理由により家庭で保育が

できないお子さんのみが対象です。

②３歳児－５歳児

※おむつが外れていることが条件です。

募集期間　11月16日㈬－25日㈮
申込方法　11月11日㈮から子どもセンター（北３条１丁目）にて入園申

し込みに関する書類等を配布していますので、必要事項を記入の上提

出してください。

詳　　細� 役場福祉課町認定こども園どんぐり　☎２５－２５７４

　町では、平成29年の成人式を次の日程で行います。対象者で足寄町に

住民票のある方には11月中旬にはがきで詳細およびご案内をお送りしま

す。身近に、足寄町に住民票がなく、参加を希望される方がいましたら、

教育委員会生涯学習室までご連絡ください。

　また、成人式式典終了後に実行委員会主催の祝賀会を予定しており、

祝賀会を盛り上げる実行委員を募集しています。実行委員に参加を希望

される方についてもご連絡ください。

開 催 日　平成29年１月８日㈰
場　　所　町民センター

対 象 者　平成８年４月２日－平成９年４月１日生まれの方

詳　　細� 教育委員会生涯学習室　☎２５－３１８８

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集 お知らせ

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生

（男子）

18歳以上

27歳未満の方

11月28日㈪　　
　－12月14日㈬

12月18日㈰

通行止め区間

●共栄町
（共励橋下流足寄川左岸）

●北３条２丁目
（東橋下流佐野川左岸）



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆10月29日に第37回東京と足寄を結ぶ

ふるさと会が新宿で開催され、本町

出身者やゆかりのある方々が多数参

加されました。

☆帰りの日、羽田空港行きのバスチケ

ット売り場にて、窓口の人に「帰り

の切符を予約していた足寄町ですが」

と伝えると「足寄町って陸別の隣に

ある町ですよね。嫁がハッカ好きで、

先月北見に行った時に通ったんです

よ。松山千春さんのふるさとですよ

ね」

☆ほんの２、３分の会話でしたが、東

京という大都会の中で、たまたま出

会った人、話した人が足寄のことを

知っていることに、なぜだかとても

うれしく感じました。

　10月10日に行われた「第37回町民マラソン

大会兼第22回町民ウオーキング」でのスナッ

プです。

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　７，１４９　人　（±０)

　男　　　３，４６６　人　（＋２)

　女　　　３，６８３　人　（－２)

世　帯　　３，５４５世帯（－５)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

山﨑　　楓
かえで

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年12月５日生まれ）

　姉のみぃちゃんが大好きな楓。

どんなにけんかしても付いてま

わって、みぃのまねっこ子ザル

です。父ちゃんのショベルが大

好き。運転する日も近いかな。

� 可以・桃子さ
んの子

� （白糸）

阿部　太
た

一
いち

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年12月26日生まれ）

　歌や踊り、車が大好きな甘え

ん坊の太一。最近は数字を覚え

るのが好きで、数字を見付けて

は興奮気味に教えてくれます。

元気にたくましく育ってね。

 陽一・元子さ
んの子

� （螺湾）


